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生した児の NE の臨床像を比較する，③LP 児について LBW 児と正常体重
児（≧2,500g）の NEの臨床像を比較する． 





【結果】LBW 児・早産児・LP 児の割合はそれぞれ 77 名（14.1%）・40 名
（7.9%）・30名（5.5%）と既報とほぼ同様であった．LBW児のうち LP児
は 18名（23.4）%，早産児のうち LP児は 30名（75%）であった．LBW児
を正期産児 48 名と LP 児 18 名の 2 群間で比較したところ，初診時の NE
日数（/月）は LP児群で有意に多かった（17.2 vs 22.6，p=0.048）． 
【考察】NE患者中の LBW児の割合は既報とほぼ同様であった．また LBW




【結論】LBW 児や LP 児の発達を評価する際には NE との関連も考慮しな
がらアプローチする必要があると考える． 
